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邦語文献
１．テキスト
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エステル（戸張智雄訳）
アタリー（佐藤朔訳）
『ラシーヌ』鈴木力衛編、筑摩書房（世界古典文学全集48）、1965年。
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エステル（福井芳男訳）
アタリー（渡辺義愛訳）
『ラシーヌ戯曲全集Ⅱ』渡辺守章訳、白水社、1979年。
ブリタニキュス
ベレニス
バジャゼ
ミトリダート
（IIのみ刊行）
『世界文学全集 11 　コルネイユ　ラシーヌ　モリエール』講談社、1978年。
アンドロマック（戸張規子訳）
ベレニス（戸張規子訳）
イフィジェニー（戸張規子訳）
フェードル（戸張智雄訳）
『ラシーヌ劇集1』原光訳、私家版（サボテン叢書）、1989年。
『フェードル／アンドロマック」渡辺守章訳、岩波書店（岩波文庫）、1993年。
『ブリタニキュス／ベレニス』渡辺守章訳、岩波書店（岩波文庫）、2008年。
『ポール＝ロワイヤル略史』金光仁三郎訳、審美社、1989年。
「一キリスト教徒の嘆き、自身の内に感じる対立について／今世紀の人々の心を占める空しい事について」安藤俊次訳、『フランス詩大系』窪田般弥責任編集、青土社、1984年、pp. 244－246。
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